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研究論文 ※本論文は査読審査に基づく編集委員会の審査を受けたものです。

はじめに

厚生労働省が地域医療構想１で設定している福岡県八女・
筑後医療圏（圏内人口約13万人）において、八女市の Y 病院
は毎年約７億円の赤字となっており、移動距離８km に位置
する筑後市の C 病院との統合が検討されている。八女市は市
町村合併により広域化しており、Y 病院まで自家用車で１時
間以上かかる地域もある。特に山間部は過疎化し、バスなど
の公共交通手段もない。しかし、Y 病院の利用者（患者及び
家族）が C 病院に通院しようとすれば手段・時間などにおい
て困難を伴う。このような状況の中で、八女市は救急医療体
制や周産期医療体制等を維持していくために必要な医療資源
を確保しなければならないという深刻な問題を抱えている。

まず、現状を正確に把握するために、Y・C 病院関係者、八
女・筑後市役所担当者、八女市議会議員、福岡県議会議員な
どを対象に2018年４月から12月までの期間にインタビュー
を行うとともに、市の広報誌や市議会の議事録などの収集、
分析を行った。次に、2018年10月１日から11月８日までアン
ケート（郵送依頼400通、回答数137通、回収率34.3%）を実
施し、自治体（公立）病院の果たす役割について考察２した。
しかしながら、病院は企業と異なり経営に関する情報を公に
していないため、情報の非対称性が生じている。そのため、
本稿では、八女・筑後医療圏の自治体（公立）病院をケース
スタディとして、アンケートを基にした地域におけるテキス
トデータを使って病院統合・再編に関する評判を、テキスト
マイング手法を使って明らかにしたい。テキストマイニング
とは、牛澤賢二（2018）によればアンケート調査における自
由回答のような文書形式のデータを品詞単語に分解し、頻度
を数え、統計手法などの分析手法を駆使して、文書自体を理
解する方法であると定義される。本研究において使用した
ツールは、樋口耕一（2018）が開発した KHcoder である。

１．評判とは

私たちの意思決定は評判に大きく影響を受けている。例え
ば、あの病院の誰々医師は名医で信用できる。多くの病院に
通ったが、あの病院で治ったという評判は患者の行動に多大
な影響をもたらす。最近では、新型コロナウィルスの院内感
染拡大によって評判を下げた病院も少なくない。

神戸伸輔（2004）は、ゲーム理論の解釈において、相互依
存関係の中で、評判を用いて相手方の行動に関して予測を
行っていることを指摘した。たとえば、満足できる治療をし
てくれるなら、A 病院に行くが、そうでなければ A 病院は行
かずに、他に行くというものである。評判には、良い評判と
悪い評判（評判を失う）があり、評判が存在するためには、
繰り返しの取引が前提となる。

まず、評判を達成するための手段として、コミットメント
（誓約）があり、自分の利得をあげるために、「その行動しか
とれないようにする実効性のある仕組みをつくること」が挙
げられ、ゲーム理論では、支配戦略と呼ばれている。たとえ
ば、医療サービスでは、良い評判のところが多くの顧客を集
める。特に、利用する前にサービスの質がわからない状況で
の意思決定に有効である。競争上で優位に立つことを目的と
して、相手の利得を下げ自分の利益を上げるために、評判を
使うこともある。

次に、評判を達成するための手段として考えられるのは、
協力である。評判の良いプレイヤーに対しては協力を行い、
評判の悪いプレイヤーに対しては、協力しない（非協力に行
動する）という行動である。この場合、相手の評判を知る必
要があり、相手の評判が良いのに協力しないと、こちらの評
判を失うこともある。

評判の起こる仕組みは、ゲーム理論のトリガー戦略と密接
な関係をもっている。トリガー戦略とは、１度きりでなく繰
り返し行われるゲームにおいて、最初は協調し、相手が協調
する限りこちらも協調するが、いったん相手が裏切れば、そ
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れ以降はこちらも裏切り続ける戦略である。評判は、裏切っ
たら無くなってしまう。したがって、あの病院、あの医師は

「信頼できる」と評判を立てられることが重要である。
病院の評判において、コミットメントを達成するような評

判は、そのプレイヤーの利得をあげることに貢献する。顧客
の信頼を得ることによって、商品やサービスの価値はあが
り、その評価が集計されて評判となる。評判の担い手は、個
人を含む組織体であり、その病院の存続性の指標になってい
ると考えられる。

２．テキストマイニング（KHcoder）とは
テキストマイニングとは、アンケートなど、自由記述など

の文章形式のデータを、定量的な方法で分析することをい
う。定量的に分析することで、数値データと同じように、結
果を視覚化することができる。

本研究における分析手法としては、樋口耕一氏が開発した
テキストマイニング用のフリーソフト（KHcoder）を用いた。
いかに適切に、分析対象となる言葉を抽出できるかに着目し
て、検証を行った。

2.1.　KHcoder概要
KHcoder は、テキスト型データの計量的分析を行うもので

ある。この分析は、テキストマイニングと呼ばれる比較的新
しい技術であり、Web の記事内容や SNS での書き込み、アン
ケートにおける自由回答のテキストデータを、個人の恣意的
な判断によらず、客観的に分析しようとするものである。樋
口耕一（2018）によると、このようなテキストマイニング分
析を行う場合、人間の判断や独創性が不可欠であり、人間の
独創性を活かしつつ、どのようにして客観性ないし信頼性を
維持するかというバランスが問題になるという。樋口は、大
まかに２つの段階からなる分析手順３を想定して、KHCoder

を製作している。
段階１では、データ中から語を自動的に取り出して、その

結果を集計・解析する。これによって、分析者の予断をなる
べく交えずに、データの特徴をさぐったり、データを要約し
たりする。

段階２では、分析者が「こういう表現があれば、コンセプ
ト A が出現していたと見なす」といった指定（コーディング
ルール作成）を積極的かつ明示的に行い、データ中からコン
セプトを取り出している。その結果を集計・解析すること
で、分析を深めている。

2.2.　テキストマイニングの手順

テキストマイニングの手順として、まず、文書を言葉にば
らす系形態素解析を行う。すなわちテキスト形式のデータを
定量的に分析できる形に変換する。日本語は英語と違い、単
語の間に空白が入らない「べた書き」であるため、辞書を用
いて文を単語単位にばらす必要があり、本研究ではフリーの
研究ソフトを用い、それを使う。

次に、言葉相互の関係を分析する。共起ネットワークでは、
抽出した言葉の関連性を分析することができる。関連性（共
起性）は線のつながりとして、視覚的に確認できる。

2.3.　Ｙ・Ｃ病院に関する評判分析の結果について

テキストマイニングで使うデータは、アンケートで集めた
自由意見欄における記述および Web 上で集めた Y 病院や C

病院に関する407件の書き込み事項であり、抽出した語数は
9,221語であった。Web 上の書き込みは、予想よりも少な
かったため、分析に用いたデータ大半はアンケートによるも
のである。（図１参照）

2.3.1.　品詞別抽出語リスト

品詞別の抽出語リストを、出現回数順に150位まで、図２に
記した。キーワードとしては医療、医師、救急、安心、運営、
改善、信頼、存続、痛み、連携、合併などがよく見られる。

次に、抽出語を品詞別に並べたところ（図３参照）、組織名
では筑後圏の大学病院である久留米大学や Y 病院に並ぶほど
に医療環境が充実した川崎病院の語が見られた。また、形容
動詞では、必要、丁寧、健康、可能、不安、急、緊急、困難、
重要、大切などが見られた。

図１　プロジェクトメニュー

図２　品詞別抽出語リスト
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2.3.2.　KWICコンコーダンス１
抽出語が実際の回答文でどのように使われているかを検索

する事は、文脈を正確に理解する上で重要である。図４は、
「自治体」に関するキーワードを中心として、どのような文脈
の中で使われているかを明らかにしたものである。この事例
では、自治体（公立）病院に対する期待が様々に寄せられて
おり、KWIC（Key Word in Context）と呼ばれる機能を用い
ることで、この点を明らかにすることができる。この例では、

「自治体病院を田舎にいっぱい作ったら良い」、「地域の人口
や年齢層を踏まえて共に歩んで経営をしてほしい」など、地
域医療体制の整備において、住民が「自治体」に期待してい
ることがわかる。

図３　品詞別の抽出語リスト２

図４　「自治体」のコンコーダンス



─ 28 ─

2.3.3.　KWICコンコーダンス２
KWIC コンコーダンスを用いることで、このポジションに

よって抽出語（この例では自治体）と文脈との関連性をみる
ことができた。また、２つの言葉の関連性を測る尺度（共起
性の尺度、通常のデータ分析の相関係数に該当）に基づいて
関連する語を検索することができる。抽出語をあげると、病
院、経営、赤字、運営、民間、ダメ、維持、協力などに関す
るキーワードを確認することができた。（図５参照）

2.3.4.　共起ネットワーク

共起ネットワークによって、抽出語間の共起性と抽出語と
外部変数の間の共起性を分析することができる。出現回数は
図形に比例し、共起性、関連性の強さは図形の位置や大きさ
ではなく、線での接続および、その太さで示される。

図６を見ると、「原因、説明、通院、入院」「八女の病院」、
「筑後市の病院」、「行く、検査」、「統合、民間、考える、人」
「確保、医師」、「救急、安心、悪い、対応、看護、患者」の７
グループに分かれており、充実と経営赤字に反応している。
図７は、アンケートの自由記述の内容のみを用い作成してい
る。対応というキーワードに関連して、詳細に確認してみる
と意識、看護師、電話、痛み、原因、治療、診療という用語
があった。

2.3.5.　自己組織化マップ

自己組織化マップでは、語と語の関連性を探索することが
できる。ここでは、赤字経営の中で、診療、長い待ち時間、
紹介、悪、救急、改善が見受けられた。（図８参照）

図５　「自治体」のコロケーション統計

図６　共起ネットワーク１（口コミなどのWeb情報を入れた場合）

図７　共起ネットワーク２（アンケート情報のみの場合）

図８　自己組織化マップ



─ 29 ─

2.3.6.　クラスター分析

クラスター分析とは、対象間の類似度または距離に基づい
て、似ているもの同士をいくつかのグループに分類する手法
である。（図９参照）

内容をみると、住民、存続、赤字、統合、医師、患者、運
営、民間、救急、対応、良、専門、高い、受診、改善、専門、
高い、久留米、多いなどのキーワードが見られた。グラフの
大きさを考慮すると、八女地区の公立病院の医療が必要であ
ること、民間への移管も考えていることも見受けられる。そ
れに、医師確保が必要であることや、赤字経営を気にしてい
ることがわかる。

2.3.7.　抽出語対応分析

抽出語の対応分析は、クロス集計を視覚化する方法であ
る。クロス集計は、基本的に２つの項目あるいは変数を視覚
化する方法である。設定はデフォルトのままである。この分
析で、印象的だったのが、救急診療、赤字、検査、入院とい
うキーワードである。（図10参照）

2.4.　評判分析の考察について

評判分析について、品詞別に抽出語を選ぶことができた。
それを基に、日本語評価極性辞書を用いたテキストのネガ
ティブ・ポジティブ分析について行った。極性辞書は、東北
大学の乾・岡崎研究室４が構築し、評価極性情報を付与した

データ、評価極性タグである。ポジティブ（正の数）が最高
値１からネガティブ（負の数）最低値 -1で表現している。そ
の辞書を Access の T 極性辞書に約５万５千件登録し、Q 単
語評判値クエリにおいて抽出した語（評判単語）をマッチン
グさせ、集計することにより評判値を出すことができた。（図
11参照）

T 極性辞書とマッチングした件数は872件であり、その結
果を集計すると、集計値は -376.99、平均値が -0.43となった。
この結果を見ると八女筑後医療圏の公立病院はネガティブ・
イメージが強い。

しかしながら、KHcoder のテキストマイニングの分析か
ら、八女筑後医療圏において、広範囲な医療圏での救急医療
の整備は不可欠であると考えられる。赤字であるものの、統
合や民間化になったとしても維持してほしという意思表示が
確認された。

図９　クラスター分析

図10　抽出語対応分析

図11　Q単語評判値クエリ
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結語　まとめと今後の課題

福岡県八女・筑後医療圏における自治体病院の統合・再編
に関する評判分析について述べた。

１章においては、ゲーム理論の解釈を用い、評判を達成す
るものとしてコミットメント（誓約）と協力の２つがあり、
医療のような情報の非対称的な財では、評判を得ることが重
要である。評判の担い手は、個人だけではなく組織でもあり、
その病院が今後存続するかという指標になっていると思われ
る。

２章においては、樋口耕一氏が開発したテキストマイニン
グ用のフリーソフト（KHcoder）を使って分析した。定量的
に分析することで、結果を誰が見てもわかるように視覚化
し、いかに分析対象となる言葉を抽出できるという点に注目
した。

分析結果では、品詞別抽出語リスト、キーワードを中心と
してどのような文脈で使われているかというKWICコンコー
ダンス、共起ネットワーク、自己組織化マップ、クラスター
分析、抽出語対応分析を行った。抽出語は「医療、医師、救
急、安心、運営、改善、信頼、存続、痛み、連携、合併」な
どがあげられる。また、KWIC コンコーダンスでは自治体に
対する期待があげられ、「病院、経営、赤字、運営、民間、ダ
メ、維持、協力」などのキーワードが見られた。共起ネット
ワークでは、対応というキーワードに関連して、「意識、看護
師、電話、痛み、原因、治療、診療」という用語があった。
さらに、自己組織化マップでは、語と語の関連を探索し、赤
字経営の中で、「診療、長い待ち時間、紹介、悪、救急、改
善」が見受けられた。クラスター分析や抽出語対応分析では、

「救急」というキーワードが印象的であった。
八女筑後医療圏の公立病院の評判５については、ネガティ

ブ・ポジティブ分析を行った。東北大学が構築した日本語評
価極性辞書を使い、集計したところ、集計値は -102.26平均値
が -0.46となりネガティブであった。この結果を見ると公立
病院は、ネガティブ・イメージが強いことがわかる。しかし
ながら、公立病院を継続してほしいという意思表示がみられ
た。

今後の課題として、Web からのネット書き込みなどの情報
を採集するツールを充実させ、テキスト情報を増やし、評判
分析と自治体病院の経営の在り方について確実性を高める研
究を進めていく。

付記

本研究は、JSPS 科研費 JP18K09960の助成を受けたもので
す。
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